
　
平成31年度　地域自治区振興事業【浜益区】

平成31年度　浜益区地域おこし協力隊活動事業

合 計 6,791 5,164
520

浜益区水産物等普及プロジェクト事業 H27～ 4,624 3,024
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奈
々
絵
さ
ん
の
経
歴
、
趣
味
、
希

望
し
て
い
る
活
動
内
容
等
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
な
お
、

柿
岡
さ
ん
の
抱
負
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、

裏
面
の
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介

｣

に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

協
議
事
項

①
平
成
三
一
年
度
地
域
自
治
区
振

興
事
業
に
つ
い
て

　
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
、

継
続
す
る
四
事
業
に
つ
い
て
事
業

概
要
を
説
明
し
協
議
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
浜
益
区
地
域
自
治
区

振
興
事
業
と
し
て
同
意
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、

財
政
課
に
対
し
て
予
算

要
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、

地
域
交
流
施
設
運
営
事

業
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
体
の
ふ

る
さ
と
倶
楽
部
ガ
ル
会
員
の
高
齢

化
に
伴
う
廃
業
、

増
毛
山
道
笹
刈

り
体
験
事
業
に
つ
い
て
は
、
所
期

の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら

予
算
要
求
を
し
な
い
旨
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

②
平
成
三
一
年
度
浜
益
区
地
域
お

こ
し
協
力
隊
活
動
事
業
に
つ
い
て

　
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
、

事
業
概
要
を
説
明
し
協
議
し
た
結

果
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、

財
政
課
に
対
し
て
予
算

要
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
件
の
報
告
事
項
の

の
ち
、
協
議
事
項
二
件
を
審
議
の

う
え
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
事
項
で
は
、
支

所
な
ど
か
ら
四
件
の
情
報
提
供
が

あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

報
告
事
項

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介
に

つ
い
て

　
浜
益
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
、

一
〇
月
一
日
付
で
任
用
し
た
柿
岡

H30～ 4,300
合 計

（単位：千円）
事 業 名 期 間 事 業 費

1,015 500

対象経費

そ
の
他
事
項

①
福
島
児
童
受
入
事
業
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ
ｚ
ｏ
ｒ
ｏ
ｃ
ｋ

か
ら
、
震
災
に
あ
っ
た
福
島
の
子

ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ

せ
る
べ
く
、
八
月
一
七
日
（
金
）

か
ら
二
〇
日
（
月
）
に
実
施
し
た

ツ
ア
ー
の
内
容
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
と
と
も
に
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
区
民
の
皆
様
に
対
し
て
、

感

謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

②
浜
益
区
で
実
施
し
て
い
る
生
態

系
調
査
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
ｎ
Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ

ｎ
環
境
保
全
事
務
所
か
ら
、
今
年

度
、
浜
益
区
の
地
域
資
源
を
活
用

す
べ
く
、
自
然
環
境
調
査
業
務
を

実
施
し
て
い
る
調
査
内
容
の
進
行

現
状
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
あ

り
ま
し
た
。

③
川
下
、
柏
木
コ
ミ
セ
ン
の
利
用

休
止
に
つ
い
て

　
浜
益
支
所
市
民
福
祉
課
か
ら
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
影
響
と

思
わ
れ
る
ヒ
ビ
割
れ
が
外
壁
に
確

認
さ
れ
た
た
め
、
安
全
面
を
考
慮

し
て
九
月
一
二
日
（
水
）
か
ら
利

用
を
休
止
し
、
一
定
の
方
向
性
を

見
出
す
ま
で
の
当
分
の
間
利
用
を

休
止
す
る
旨
の
情
報
提
供
を
し
ま

し
た
。

④
石
狩
市
市
民
図
書
館
浜
益
分
館

で
の
企
画
事
業
に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
浜
益

生
涯
学
習
課
か
ら
、
九
月
二
七
日

か
ら
始
ま
る
読
書
週
間
に
ち
な
ん

だ
企
画
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

す
る
と
と
も
に
、
協
議
会
委
員
を

通
じ
て
区
民
皆
様
に
対
し
参
加
を

依
頼
し
ま
し
た
。

2,512

（単位：千円）

浜益区民コミュニティ普及推進事業 H18～ 605 605 240

260増毛山道トレッキング事業 H29～

1,512
浜益「いっぺ、かだれや」ヘルシーウォーク事業 H21～ 1,042

520

補助金額

※上記金額は、支所からの予算要求額であり、今後、各査定、議会の議決を経て確定します。

事 業 費
浜益区地域おこし協力隊活動事業 任期：最長3年

事 業 名 期 間

4,300

備 考

【と き】平成30年10月3日(水)

18:00～19:30

【ところ】 浜益支所 2階 庁議室

【委 員】 <出席> 10名 <欠席> 5名

【傍 聴】 3名

・会議の概要を掲載しています。

・詳細は、市ホームページで後日公開します。

平成30年度 第5回

浜益区地域協議会

石狩市浜益区

地域協議会広報

《発行》浜益区

地域協議会事務局

<支所地域振興課>

Tel 79-2029

［VOL139］



　

さん

※上段の【　】は石狩市全体、〈　〉は対前月

世帯数 【27,550】 <3>
（戸） 783 <0>

<0>
男

H29.10.25

浜益区の人口・世帯数（Ｈ30年9月末現在）

（人） 728 <0>

<0>

女 【30,210】 <▲ 28>

【28,153】 <▲ 2>
（人） 597

（人）
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1,325
人口 【58,363】 <▲ 30>

86

＜おくやみ＞
氏 名 死亡年月日 年齢 住所

五十嵐　富　雄 さん 幌

長
年
の
功
績
に
よ
り

勲
章
を
受
章

品
な
ど
の
商
品
開
発
が
で
き
た
ら

な
ぁ
と
、
ユ
ル
～
く
考
え
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
皆
さ
ま
と
交
流
し

な
が
ら
、
ま
ち
お
こ
し
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
も
の
が
探
れ
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

 
ま
だ
着
任
し
て
わ
ず
か
で
は
あ

り
ま
す
が
、
浜
益
の
人
・
モ
ノ
・

自
然
な
ど
な
ど
素
敵
な
出
会
い
に

も
恵
ま
れ
て
、
こ
こ
に
来
る
こ
と

が
で
き
た
縁
に
感
謝
し
き
り
の
今

日
こ
の
頃
で
す
。
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
新
参
者
で
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
場
面
が
こ
の

先
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
は
ぜ
ひ
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
自
然
、
風
景
、
祭
り
、
イ
ベ
ン

ト
、
お
酒
！
大
好
き
で
す
！
見
か

け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
♪

　
八
月
二
九
日
（

水
）
高
齢
者
叙

勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
旭
日
双
光
章
】

■
中
　
村
　
東
　
伍
　
さ
ん

（
元
浜
益
村
議
会
議
長
）

（
元
石
狩
後
志
海
区
漁
業
調
整
委

員
長
）

（
元
浜
益
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
・
元
石
狩
湾
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

　
中
村
さ
ん
は
、

平
成
元
年
一
月

に
浜
益
村
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
三
期
一
二
年
在
職
し
、
そ
の

間
、
浜
益
村
議
会
議
長
、
浜
益
村

議
会
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

長
等
を
歴
任
し
、

浜
益
村
の
発
展

と
地
方
自
治
の
拡
充
、
村
民
の
福

祉
や
生
活
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
漁
業
関
係
で
は
、
石
狩

後
志
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長

と
し
て
、
漁
業
者
及
び
漁
業
従
事

者
を
主
体
と
す
る
漁
業
の
調
整
に

尽
力
し
た
ほ
か
、

浜
益
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
及
び
石
狩

湾
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
と
し
て
、
漁
民
の
協
同
組
織
の

発
達
を
促
進
し
、

そ
の
経
済
的
地

位
の
向
上
及
び
水
産
業
の
生
産
力

の
増
進
を
図
っ

た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

柿
カキ

　岡
オカ

　奈々絵
ナナエ

　さん

　
浜
益
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し

て
。

　
一
〇
月
一
日
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
隊
員
に
な
っ
た
柿
岡
と

申
し
ま
す
。

　
出
身
は
札
幌
で
す
が
、

全
道
を

転
々
と
し
た
挙
句
、
こ
こ
一
〇
年

間
は
な
ぜ
か
栃
木
県
の
那
須
高
原

に
腰
を
据
え
て
い
た
風
来
坊
的
要

素
満
載
の
人
間
で
す
。
栃
木
県
は

山
に
囲
ま
れ
た
海
無
し
県
。
海
に

対
す
る
愛
着
が
ど
う
し
よ
う
も
な

く
膨
れ
上
が
り
、

こ
の
た
び
浜
益

の
隊
員
募
集
に
応
募
し
た
次
第
で

す
。

　
こ
ち
ら
で
は
、

浜
辺
に
咲
く
ハ

マ
ナ
ス
を
利
用
し
た
コ
ス
メ
や
食

H30. 9. 7 56 群別中　山　博　文

浜婦連 お楽しみパーティー（10/26）

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
紹
介


